
 
幼児教育史研究の新地平 上巻 ―近世・近代の子育てと幼児教育― 
第１部 伝統社会の子育てと近代の足音 

日本列島の西と東―家と村の子育て／節句にみる子育て―健やかな成

長をたくされた雛祭と玩具／歌舞伎役者に育つということ―江戸中期

から後期に着目して 

第２部 海を渡る幼稚園―幼稚園の成立とその世界的展開ドイツの幼

児教育施設―託児所から幼児学校そして民衆幼稚園へ／イギリスのフ

レーベル運動と幼児教育の発展／アメリカにおける幼稚園の普及と展

開―小学校教育との関係に着目して／日本における幼稚園教育の成立

と展開 

第３部 保育の新潮流―ケアと教育の一体化と内容・方法の刷新マーガ

レット・マクミランと保育学校／モンテッソーリ教育の設立と展開／保育所的保育施設の成立と展開―二葉幼

稚園・保育園の動向に注目しつつ 

 

 

幼児教育史研究の新地平 下巻 ―幼児教育の現代史― 

第１部 戦争と復興の時代の幼児教育 

２０世紀初頭のドイツにおける幼児教育の展開―ペスタロッチ・フレー

ベルハウスに焦点をあてて／「保育問題研究会」による「国民保育施設」

構想―その“論理”と“倫理”／戦後幼稚園の復興―幼稚園の基準化／保育

所の対象・目的を規定した「保育に欠ける」をめぐる解釈の変遷 

第２部 科学と交錯する子育て・幼児教育 

１９５０年前後における育児の科学化の諸相―発育を量る・発達を測

る・母の愛を図る／「教育の現代化」における「科学遊び」の特徴と意

味―１９６０～７０年代の雑誌『幼児と保育』に掲載された記事の検討

を中心に／障害児保育と「保育の科学化」／ローリス・マラグッツィの

思想と乳幼児の学びへの挑戦─レッジョ・エミリアの保育─ 

第３部 グローバル化と保育 

子どもの権利条約と幼児教育・保育―乳幼児の「意見表明権」と「参加する権利」／体制転換後のロシア、ベ

ラルーシ、カザフスタンの社会と保育／トランスナショナル・ドキュメンテーション―レッジョ・エミリア市

の幼児教育の記録の歴史／幼児教育のグローバルな動向─EFA・ESD から SDGs へ─ 

 

 


